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公益財団法人札幌交響楽団 

第６３期  事 業 計 画 書 

（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日） 

 

公益財団法人札幌交響楽団は、定款第２章第３条に基づき、交響管弦楽による音楽芸術の

普及向上に関し、必要な事業を行い、もって札幌市及び北海道における文化と教育の振興

に寄与することを目的とする事業を行う。        

 

一般会計事業 

定款第４条に掲げる事業を次のように行う。 

 

（１）札幌交響楽団を編成し、及び維持すること。 

  首席指揮者・名誉音楽監督・友情指揮者・正指揮者各１名、楽団員７８名で維持編

成する。 

  現在楽団員は７２名、欠員６名。２０２０年に中止したオーディションを再開する。 

 

（２）交響管弦楽の演奏を行うこと。 

新型コロナウイルス感染症予防対策を行ったうえで、オーケストラによる演奏会を 

  １２０公演開催する。 

 

□自主公演 合計４６公演 

 【定期演奏会】（第６４４回～６５１回）・・１６公演 

  （８回各２公演、全１６公演） 

 年間テーマ『水』に沿って演奏曲目（レパートリー）を増やすと同時に、コロナ 

禍でこれまで来日ができなかった世界で活躍する指揮者、著名なソリストを招聘し、 

永年の札響ファンを惹きつける世界水準の演奏を提供する。 

  

 【hitaruシリーズ定期演奏会】・・４公演 

 万人に愛されつづける定番の協奏曲や交響曲に、現代作品を組み合わせたプログ

ラムを提供する。都心で働く会社員をターゲットに、平日夜７時から利便性の高い

札幌文化芸術劇場 hitaruで開演する。 

 

【名曲コンサート】・・４公演 

 名曲に指揮者のプレトークもまじえ、聴きなじんだ音楽を全世代に親しんでもら

う。土曜あるいは日曜の昼２時から、世界最高の音響を誇る Kitaraで気軽に管弦楽

を楽しむ企画。 
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【特別演奏会】・・合計２２公演 

 新しい発見がある演奏を提供する札幌市内公演と、札幌への来場が難しい遠隔地 

   では聴き慣れた楽曲を提供する北海道内公演。その地域出身の演奏家をソリストと 

   して招聘するなど、各市町村の音楽愛好家、自治体担当者と協調し、「元気を呼び起 

   こす」活動を展開していく。 

 「札響夏休みスぺシャル２０２２」では２０２０年度に実施したクラウドファン 

ディング「ともに生きようプロジェクト」を発案・企画していただいたクリエイテ 

ィブオフィスキュー所属タレントと親子で楽しめる新しい音楽会を提供する。題材 

は絵本「おばけのマ～ルとたのしいオーケストラ」、Kitara大ホールにスクリーン 

を設置し、音楽と映像を同時に体験できる音楽会とする。また２０２０年度に引き 

続き、札幌市との共催で入場料金を抑えつつも名曲が身近に感じられる『応援コン 

サート』を４公演実施する。 

 

○札幌市内公演（主催：札響単独）・・５種８公演 

  ５月 ７日・・「シンフォニック・ブラス」 

  ７月 △日・・「札響ポップスコンサート」２公演 （日程調整中） 

  ８月１１日・・「札響夏休みスペシャル２０２２」２公演 

 １２月１０、１１日・・「札響の第９」２公演 

  ２月１４日・・「札幌交響楽団 in ふきのとうホール」 

 

○札幌市内公演（主催：札幌市、札響）・・３種４公演 

  ６月 ２日・・応援コンサート１ 

  ７月２９日・・応援コンサート２、３ 

  ９月 ５日・・応援コンサート４ 

 

○北海道内・・９公演 

  ４月 ３日・・深川市（２０２１年度からの延期公演） 

  ６月２９日・・浦臼町（２０２０、２１年度の再延期、萬田記念財団助成） 

  ７月 ９日・・清水町 

  ７月１５日・・占冠町（２０２２年度萬田記念財団助成） 

  ８月 ７日・・砂川市 

 １２月２６日・・七飯町 

 １２月２７日・・江差町 

 １月２１日・・小樽市 

  ３月２１日・・苫小牧市 

 

○北海道外・・１公演 

  ２月９日・・東京 
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□依頼公演  合計３８公演 

 ・札幌市内・・２３公演 

 ・北海道内・・１５公演 

  

（３）青少年の音楽鑑賞及び演奏に関し、指導を行い、その普及を図ること。 

□音楽教室・・合計３６公演 

 ・札幌市内・・１４公演 

 ・北海道内・・ ８公演 

 ・北海道外・・１４公演（文化庁依頼による学校訪問） 

 ２０２１年度中止となった音楽教室の延期公演が含まれる。北海道外の音楽教室

は文化庁の依頼によるもので、実施の可否は３月末に決定する。 

 

○ワークショップ（音楽創造体験プログラム） 

 小中学校等へ少人数の楽団員が出向き、演奏を行い、音楽の楽しさを伝える、 

参加型のプログラムである。また要請により当該校でのオーケストラ演奏会の事前 

訪問としてワークショップを実施する。 

 

○楽器講習会（演奏指導） 

 体験型の音楽教室として楽団員と児童･生徒が音楽を通して交流を深め、演奏に参 

加して得られる感動を広めることがねらい。回数は特に定めず、オーケストラの演 

奏日程に合わせ、スケジュールに組み込んでいく（２０２１年度は１回のみ実施、

２０２２年度は後半に開催計画を策定中）。 

 

（４）その他この法人の目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

１）広報宣伝 

    ・プログラムの発行 

          定期演奏会はじめ自主公演では毎回、音楽評論家等による楽曲解説、楽団の活動

報告、楽団員紹介を載せたプログラムを発行、公演来場者及び会員、関係先に配

布する。 

 

   ・ニュースレターの発行 

活動報告、公演案内、チケット発売情報など、最新情報を掲載したニュースレ

ターを年に４回発行する。また定期会員へは、定期演奏会前にメールで案内を

送付する。 

 

   ・ホームページ・フェイスブックによる広報、ツィッター・インスタグラムによる 

    情報拡散 

       インターネット経由のチケット購入、各種会員への入会案内ならびに新規申込の

受付を行うほか、会員の継続申込、寄附金の申し込みを受け付ける。クレジット
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カード利用可とし、インターネット経由で各種会費の支払いが完了する。リハー

サルの様子、演奏会・チケット情報をフェイスブックに公開。ツィッターではそ

れらの情報拡散を図るほか、インスタグラムでは共演した指揮者、ソリストなど

からのメッセージを写真と一緒に紹介、演奏とは別の姿を紹介する。 

 

     ・ローソンチケットでの自主公演チケット電子化  

       ローソンチケットで自主公演の１回券を購入する方は紙チケットか、電子チケッ

トのいずれかを選択できるようにした（２０２１年度まで実施したラッキーパス

＝事前での座席指定なしの入場券はローソンのシステム変更により実施不可と

なった）。 

   

２）その他の公演事業等 

   ・アンサンブル 

クラシック音楽普及のために楽団員によるアンサンブル演奏会を行っている。 

コンサートホール以外の様々な場所でも演奏し、身近な札響をアピールする。 

３密を避けるため、現在中止している定期演奏会開演前のロビーコンサートを楽

団員のトークと併せてインターネット配信する。 

 

・出張演奏 

特別支援学校、高齢者向け施設、病院などに楽団員が出向き、コンサートに出

かけることのできない方々に音楽鑑賞の機会を提供する社会貢献活動を引き続

き積極的に行う。 

 

   ・インターンシップ生の受け入れ 

教育機関からの依頼により事務局ならびにステージ業務を体験するインターン

シップ生を受け入れる。音楽を創造する現場を自らの目で見て実践する。（２０

２１年度はＺＯＯＭでの受け入れをおこなった。２０２２年度開催は教育機関か

らの依頼状況と新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み実施方法を含め決定す

る） 

 

   ・指揮者、楽団員、事務局員によるレクチャー 

   カルチャースクール、放送局等と提携し、クラシック情報の発信を行う。生の      

     声を届けることにより、舞台とは違う音楽家の生身の姿を紹介する。 
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周年特別会計事業 

定款第４条に掲げる事業を次のように行う。 

 

（１）札幌交響楽団を編成し、及び維持すること。 

   首席指揮者・名誉音楽監督・友情指揮者・正指揮者各１名、楽団員７８名で 

  維持編成する。 

 

（２）交響管弦楽の演奏を行うこと。 

   「一般会計事業」として実施。 

 

（３）青少年の音楽鑑賞及び演奏に関し、指導を行い、その普及を図ること。 

   「一般会計事業」として実施。 

 

（４）その他この法人の目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

  ２０２１年度に編纂したデジタル６０年史に、２０２２年度事業を加筆、  

 編纂する。 

  ５０年史に納めた内容のデジタル化を進める。 
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資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類 

（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで） 

 

1. 資金調達の見込みについて 

当期中に資金調達の予定はありません。 

 

2. 設備投資の見込みについて 

当期中に重要な設備投資（除却または売却を含む）の予定はありません。 

 


